






















































































The rough style history like the selftalk of contenporary art between from 









































































































































































































































































































グラギャラリー も、アントニ ゴーームリー 等のイギリス系アーチストの
質の高い展覧会をしていましたが2000年代に入って閉廊、失な
われた10年といわれた90年の経済、政治停滞の余波をやはり
間接的に受けたのだろうかと推してみています。
　そんな民間の状況のなかで、公の方は次 に々美術館が開館、
88年オ プーンの名古屋市美術館、次いで愛知県美術館、豊田
市美術館と誕生致し、それぞれが秀れた企画展を打って気を吐
いていました。官が民の疲弊を補って余りあるこの地方の美術界
状況でした。
　殊に愛知県美術館の抽象表現主義展「アメリカ現代絵画の
黄金期」や豊田市美術館のジョゼッペペノー ネ、ダニエルビュラン
展が強い印象を残してくれました。名古屋市美術館では今は亡
き、若林奮展（後に豊田市美術館でも開催）殊にマ クーロスコ展
は大きな話題を集めていました。また名古屋市美術館のディレク
ター 、山脇一夫氏率いる、全米を廻ったセブンアーチスト展は92
年だったと記憶します。東京サイドでは89年にアゲンストネー
チャ、プライマルスピリット展が全米を廻っていたのに続いた企画
でしたでしょうか。そのアゲンストネーチャー 展はICAナゴヤでも開
催されました。
　90年代の名古屋はまた全国から注目を集める若手アーチスト
を輩出していました。愛知芸大卒の、奈良美智、小林孝亘、杉戸
洋、後に続いて村瀬恭子等々。これらアーチストは東京で売れは
じめ、殊に奈良などは世界に売れていったのでした。かつて70年
代80年代桜画廊を中心とした、追ってイケダ、タカギ等々の有力
画廊の存在で全国でも識られた現代美術界の中心であった当
地は有力画廊の撤退が相次ぎ、次第にその中心を東京に譲って
久しいことになっている今日の様です。
ていく未成年の想像力が大人でありながら大人に成りきれない若
者達から熱烈に歓迎され、市場もマンガ、イラストに近いお子様
ア トー輩出で溢ふれ、段錬を積んだキャリアアーチストを等閑に附
してしまう傾向がみられた2000年代初頭の風景でした。
　筆者にとっての90年代の幕明けは、ひとえに諏訪直樹の急逝
（90年9月15日）によってもたらされたといっても過言ではありま
せんでした。70年代、モノ派全盛期の頃は、絵らしきモノは価値
のないモノのように遇されていましたなかで、『絵画は死んでいな
い』と登場して来た若き諏訪の果敢な挑戦に熱い想いで注目し
ていたのは私ばかりではありませんでしたことでしょう。彼の活躍
はその後の日本画に大きな影響を与えましたこと、今では周知のこ
とです。彼の没後、93年に、東京都美術館で、現代絵画の一断
面、『日本画を越えて』展でそれを実感致しました。つまり日本画も
洋画もなく、あるのは平面、平面性の問題となっていったのでした。
その時に、村上隆の日本画を拝見しました。まだ、日本画でした。
　『絵画の表現史を遡ってみると、絵画の“正面性”“平面性”等
が意外に、自明の前提たり得ないことに気がつきます。我々はタブ
ローの歴史に比肩しうる障壁画の伝統を持っていますし、云々』
と、諏訪は80年2月号の美術手帖で述べています。彼によって、
日本画の伝統を現代に翻案された作品が生まれ、表現形式も、
屏風状のもの、軸状のもの、といった具合に、今日では当り前のよう
に現代モノに採用されている様式を掘り起したのでした。
　そのようにして彼はいっさいを検証しながら作品へと転化させ、
作品の上で問題意識の解消を謀
はか
っていき、果敢な仕事を残し
て、早々に逝ってしまわれたこと、どれだけ、関係者にとっては無
念であったことか、と、私も同様に。従来なら考えられなかったアク
リル絵具で描かれた屏風絵、その冒険が、きちんと思考尽された
裏づけの結果として、生み出されてきていたことを想うと、感覚優
先主義で量産される今日の若いアーチスト達の作品を前にして、
ふと昔、親しんだフォー マリズムに郷愁を覚えてしまう次第です。
その3
　この地方では、90年前後はバブル経済の余韻を残しており、
次々に新しいギャラリー が誕生、それと前後して、名古屋市内を
中心としたギャラリー に東京、関西の有名ギャラリー が参加した
NCAF（名古屋コンテンポラリー ア トーフェア）も毎年、4月に開催
され、賑っていました。売れないフェアとて、業界から陰口を叩かれ
てはいましたが。
　70年代末頃に、バルールギャラリー が、アキライケダギャラリー と
名称を変更、今池から伏見に移ってきて、ステラだアルマンだと、
欧米の一流アーチストを迎えて、展覧会を開催、90年に至って
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が、1982年に発表された森シリー ズのⅠ、それがゴム板に色を塗り
込めるといった手法で注目されました。黒いゴム板にパステルやオ
イルスティックを用いて、絵画の二次性を問う作品は次第にゴム
板を離れてきていて、今日に至るが、その問いかけは揺るぎなく、
一貫して来ています。彼は空間表現としての絵画に魅せられ続
けてきていて、人がキャンバスの前に佇った時、視線を上下左右
させて、キャンバスの枠から伸びていこうとする、そのような作用を
促す、スケ ルーの絵画を目ざしているようである。このスケ ルーは作
品の現物としての大きさではなく、作品の内容がもたらすスケール
を求めているようで、だから作品の実寸法はヒュー マンサイズと呼
べるような大きさ、人の背丈ほどのサイズに止まっているのだ。だ
から、実作品は小さくても、視野を拡げていくことに依って背面をも
とり込んだ3次元の平面の実現を求めて、ひたむきに思考を深く
してきているようです。かつて評論家、北澤憲昭氏は鈴木作品を
「限りなく現実の物体に近づいていく絵画に、現実の空 し々さを
梃子にして虚の世界をとりもどすこと、鈴木省三の為事を一口で
いえば、こういうことになると思う。」（83年、二人称画廊にての個
展リー フレットより）と述べています。鈴木省三は常に何かを求めて
いる作家、求道者のようなスタンスを保持続けている、現代では稀
有な作家、自己に誠実に向きあっているとの印象を持っており
ます。
　そういった論で申し上げれば、彫刻の伊藤誠も鈴木に劣らず、
自己に誠実なスタンスを貫いている作家です。90年前後、彼の登
場は新しい立体、ユニ クーと申せば月並みになりますが、まさに今
までみたことのない、種類の彫刻を予感させるものでした。それを
可能にしたのは、FRPという素材に依る、自在な成形、彩色を可
能にしたという側面もありますが、何といっても作家の感性が創り
出したモノで、実際、彼はFRPの他に針金、ネット、ステン材等々、
自在に素材を駆使して、ユーモアを含んだ形態を生み出してきて
おります。評論家の中村英樹氏は『 「ん?」と見直す心の動き』と
いうタイトルで『伊藤誠の仕事のもう1つの共通点は重力に対して
微妙なバランスを視覚的に保てるぎりぎりの状態にまで作品の形
態を追い込み、バランスが崩れる一歩手前のような見え方にそれ
を留まらせるところにある云々』（ヴァイブレー ション「結び合う知覚」、
（宇都宮美術館、2001年）と書かれています。そういった形態に
ユーモアを感じるのは私だけではありませんでしょう。素材も軽さを
感じさせ、彫刻、立体であくまでありながら、量感を感じさせないのは
“いま”という時代を反映して、現代に於ける立体形のひとつの極
北を見せてくれているように思います。そして、その姿勢は一貫し
てきており、今日も自身の感性が繰り出すモノに誠実に向き合って
いるとの印象です。また彼はドロー イングにも遺
い
憾
かん
なく、その才能を
発揮して、意表を突く構成をみせて、人気の高いことです。それは
その4
　この章では、わたしの主宰する画廊でお世話を致しました作家
諸氏の作品の展開を繙
ひもと
いてみたいと存じます。
　赤塚祐二は80年代半ばのへた、うま絵画の隆盛を識っていた
うえで、しかしながら、東京芸大卒の優等生らしく、その影響を最
小限度に抑え込み、自身の拠り処であるアカデミズムを自分流に
消化し、現代風に翻案をし、90年代半ば過ぎまでは最も人気の
高い平面作家であり続けていました。彼の代表作である“はな”が
筆者の画廊に持ち込まれた時、その巨大なサイズに驚かされた
のでした。
　その作品は翌年であったか、東京国立近代美術館での“形象
のはざま展”でも出品され、同時に収蔵されました。この展覧会に
はその当時を代表する平面作家、立体作家が出展されていて、
そのなかの丸山直文がその後、かなり変貌していくのに対して、
赤塚はじっくり自分の表現を守り続けながら、少しずつ変化を遂
げ、2000年に入って人物像がシルエットのように画面に現われは
じめ、その後、行きつ戻りつするように作品は変化を遂げて、今日
に至っております。デビュー当初から、作品は重厚な趣きを感じさ
せる暗い色彩、厚く塗られた画面にモノの影のような、花や半ば
抽象化された風景、作家が一旦観たであろう事物の記憶から抽
き出されたような形態が背面の闇色とでも名づけたいような画面
の中心に浮かび上ってくるような印象を与えていました。そんな赤
塚作品を私は秘かにニューアカデミズムと名づけていましたが、
2000年を前にして、
,
90年代後半の「反シミュ シーョニズム」的と、
評論家、松井みどり氏が指摘しています傾向の、自らの感覚で現
実社会の危うさを受け入れた、アニメやマンガの影響を受けて
育った若いアーチストの登場で、赤塚作品への人気が薄れていく
時期と重なりつつ、今日に至ってきているとう感想を持っています。
　何にしろ、社会が次々に移りゆき、それに伴って、人気アーチス
トの盛衰ありで、記号論的表象分析や流行現象への批判性、脱
構築性などと抱泥していた批評界も、新しく輩出されてくるア トー
現象に批評言語が追いつかないような90年代後半から2000年
代の今日に至るまでの現代美術界の活況でした。
　それを支えていたのは若きギャラリストに依る、ア トービジネス界
で、70年代は評論家主導、80年代は作家主導、90年代は画商
主導の現代美術界ではなかったかと、自己流に解釈したりしてみ
ています。
　そんな業界の潮流を尻目に、悠然として自己の表現を確立、生
成発展させてきている作家群のなかに、92年よりお世話をさせて
いただいております、鈴木省三が在ります。
　鈴木省三は世代的にはむしろ旧世代に属するかと思います
ひとり語りの現代美術史　90年代より現在まで
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我々人間の本性、動物である本来の生を晒して迫るモノであるこ
とを示唆しているのだ、といった感想を持ち合わせた人もいるに違
いないと読み込みました。その作家の度胸のよさに敬意を覚えたり
もしました。長谷川繁というその資質で以って生まれたような作品
が、その初
うぶ
な感性を持続しつつ、以後、どのような変遷を辿ってい
かれるのかを、注視しつづけたいものです。
　上記、言及致しました作家群のうち、赤塚祐二、鈴木省三、伊
藤誠は90年初頭より中期にかけての活躍で作家としての揺ぎ
ない評価、人気を獲得したのでしたが、90年後半より登場したO 
JUN、長谷川繁は2000年を境にして評価、人気を獲得した作家
群です。その間を縫って一貫して現代美術界の第一線で活躍し
つづけているカリスマ的存在の作家に岡崎乾二郎が在ります。
彼の出世作『あかさかみつけ』等は81年の発表でした。彫刻科
出身の岡崎は平面であり、立体でもある、といった総合的な追求を
してきている作家であると、私は観てきました。と同時にその平面
作品に附随した作品タイトルの長文詩のような、それもまた、1個の
作品と覚え易く、その2重3重の営為がもたらす作品世界は他の
追従を赦さないモノでしょう。彼はまたマルチアーチストらしく、建築
や舞台装置にまで及ぶ、あらゆる空間芸術に才を発揮して止まな
いようです。言説も鋭く、古今東西の哲学、文学にも通じ、著書の
数も、絵本を含めて、十指に余るのでは、と。事実、美術評論家
連盟にも所属されていられるようです。まさに、鬼才、岡崎乾二郎
です。
　そんな屈指のアーチスト達をお世話できるのは、ギャラリスト冥
利に尽きるかと思います。その他、青木野枝、津上みゆき、直近で
は真島直子といった、いまを輝やく、秀れた女性アーチストや、石
田尚志、水谷イズル、吉岡俊直といった映像作家の登用にも積
極的に動いております。私自身が、70年代ビデオア トーの草創期
より今日まで、映像の魅力から離れることができていないのを、梃
子に、です。と申しても、ただ単に観るだけの、その像から自分の
脳裏で結べるモノ、認識作用こそが楽しみであるだけの、実際に
は器機に関しての、痴呆ぶりには、本人も含めて、作家各位を困
惑させるだけの状態なのですが。以上、駄文を綴ることばかりの、
書きだせば際限のない、ありきたりのお話にすぎない、ひとり勝手な
現代美術史トー ク。これを以って擱
かく
筆と致します。
2次元の紙のうえながら、3次元を想起させる、立体思考のドロー
イングで、そのユニ クーさは他の追従を許さないものとみえます。
　ユニ クーというコトバは現代美術作家にとっては迷惑めいたコ
トバでしょう。当然のことですから、それでも、またユニ クーを使い
たい作家に若い方 に々人気の平面作家、O
  オー
 JUNが在ります。私
が彼の作品に最初に出逢のは98 年、水戸芸術館でのジェ
フ・ウォー ル展の時。同芸術館の別
クリテリオム
室で紹介されていた。正直申
し上げて、軽い衝撃を受けました。O JUNという国籍不明なネー
ミングといい、タイトルの「性的人 ・々ヴィタ・セクスアリス」といい、私は
いま、こんなアーチストが輩出される時代なのだ、と改めて、妙に厳
粛な気持に陥ち入りました。そして、空白の多い、白い画面に記号
のように描かれた人物、くっきりとした線、しかしイラストではない何か
を感じさせる、仕草をみせる画面上の登場人物。このような作品
を今までみたことがなかったのです。一見、マンガかイラストのよう
に観ることもできるが、この作品はそれを揆ね返すような、ただなら
ぬ緊張感に支配されていた。何かが隠されている、と私は、それ
は何であろうか、と自分への宿題を拵えて帰ったのでした。以来、
ずっー と彼の作品に視線をとられ、その魅力を訪ねて、気に懸け
て観て参りました。幸運にも友人の長谷川繁氏の紹介で、08年
3月に展覧会をお世話させていただき、その人の来歴や気質を識
ることができ、漸くその単純そうにみえる画面が隠しもつモノを探り
あてかと思ったり、と同時にまだまだ簡単には摑まってはくれない
O JUNです。以後も続けて、その画面の空白（余白）が隠し持つ
闇を探ってやろうと待ち構えている次第です。母校の東京芸大
の教授になられた昨年の芸大美術館での教授各位のグル プー
展「異界の風景」展では、宮島をテーマにした一見、風景画でし
た。しかし、ただの風景画ではありません。むろん、O JUNですか
ら。思考熟慮のうえの、素早いタッチで描かれた、余白の多い風
景画、彼の絵描きとしての天賦の才能が疾らせた絵筆の魅力
に感嘆しきりの秋でした。
　さて、そのO JUNを紹介して下さった長谷川繁。私がその作品
に出逢ったのは2002年の地元、ギャラリー NAFの個展の時でし
た。その折の山本さつき氏の解説に促されて、の拝見でしたが、
案内状に載っていた作品写真を観た、それだけで大きく魅せられ
てしまっていたことを告白しなくてはなりません。大きな壷の後
うしろ
に動
く人影、カー テンが両サイドに開かれて始まる不穏なストリー めい
た風景、影でしかないような人物の動き、彼の作品は、人間存在
の不安を唆
そその
かす画像に満ちているといっても過言ではないようで
す。ドイツより帰国して発表された、巨大な画面、観る人を威圧する
ような、度肝を抜くような1個の、それこそお化けのような生姜や肉
片、それは不確かな現実社会に於ける人間の虚像化とも、或は、
否、生姜や肉片といった生 し々い、生臭い不気味なモノこそが、
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伊藤　誠 展　会場風景　1999
於・ガレリア　フィナルテ
O JUN　「Damum」　2008年
キャンバス　油彩
伊藤　誠　“手品”　2001
F.R.P. ステンレスメッシュ
O JUN　「亡い児」　2007年
リトグラフ　33×25cm
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赤塚祐二　「hana」　
,
91　225×320cm　oil on canvas
赤塚祐二　two　2001　oil on canvas
長谷川　繁　2006　
91×116.5cm　oil on canvas
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鈴木省三　「晩翠 ばんすい」　2009
油彩、ダーマトグラフィー 画布
162×130.3cm
鈴木省三 作　“夢”　
,
90　191×105cm
岡崎乾二郎　2007
